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脳室拡張を伴う化膿性髄膜炎のホルスタイン種子牛の１症例
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要 約

４日齢のホルスタイン種雄子牛が起立不能を呈した。その後四肢の伸展と振戦を伴う後弓反張姿勢および意

識の混濁が認められた。好中球増多症より中枢神経系の炎症性疾患を疑った。病理検査において小脳および延

髄領域で顕著な化膿性髄膜炎が認められ、また脳室拡張もみられた。病変部からは、髄膜炎起炎菌としては稀

な Enterococcus faecalis が分離された。
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は じ め に

牛の化膿性髄膜炎は、細菌が血行性あるいは外傷や副

鼻腔炎などにより直接的に髄膜に浸入し炎症を生じるも

ので、子牛では初乳の摂取不十分など免疫が低下した状

態で敗血症性に発症することが多い［１、２、３］。今回、後弓

反張および意識混濁を呈し、病理検査において脳室拡張

を伴う化膿性髄膜炎が認められ、起炎菌として Entero-

coccus faecalis が分離されたホルスタイン種子牛の１症

例に遭遇したのでその概要を報告する。

症 例

症例はホルスタイン種の雄、４日齢で、突然の起立不

能の稟告で初診となった（第１病日）。初診時体温３８．６℃、

心拍数９９／�、横臥姿勢のまま起立不能で皮温冷感を認

めた。その後も起立不能が続き、第６病日からは後弓反

張姿勢を呈した。治療として、初診時よりビタミン B１

を複数回投与したが効果は認められなかった。また、第

５病日にはペニシリン、また第６および７病日にはオキ

シテトラサイクリンとデキサメタゾンを投与したが、良

化せず、病性鑑定のため第１４病日に帯広畜産大学に搬入

された。

搬入時、体温３７．３℃、心拍数７６／�、呼吸数２４／�で、

起立不能であり、時折四肢の伸展・振戦を伴う後弓反張

姿勢を呈した（図１）。哺乳欲および吸引反射は微弱で

あり、表情は虚ろで意識は混濁していた。神経学的検査

において、脳神経反射では眼瞼反射・対光反射について

は正常であったが、威嚇瞬き・音響耳介・舌運動および

嚥下反射が減弱していた。脊髄反射は、四肢の硬直伸展

のため正確な評価が困難であった。血液検査では分葉核

好中球の増加が認められた（表１）。血液生化学検査で

は総蛋白、総コレステロールが低値を示したほかは特に

異常は認められなかった。また血清蛋白分画では γグロ

ブリン分画が著しい低値を示した（表１）。脳脊髄液は

採取時に血液が混入し評価ができなかった。
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図１ 四肢の伸展・振戦を伴う後弓反張姿勢

６ （５５０）

北 獣 会 誌 ５５（２０１１）



病理学的および病原学的検査

症例は第１６病日に斃死し、病理解剖が行われた。脳の

外観は脳回が不明瞭で水腫が認められた。小脳片葉と延

髄が接する部分の軟膜下および第四脳室内に少量の乳白

色クリーム状膿様物が認められた（図２）。脳室は軽度

から中程度に拡張していた（図３）。また第四脳室の脈

絡叢は肥厚していた。組織検索では、小脳および延髄領

域で顕著な化膿性髄膜炎が認められ（図４）、同様の炎

症性変化は大脳の脳室周囲膜および脈絡叢でも観察され

た。病巣部のグラム染色では少数のグラム陽性球菌が認

められた。また大脳、小脳および脳幹の白質では一部で

軸索変性や粗鬆化が認められた。膿様物からは Entero-

coccus faecalis が分離された。脳以外の臓器に著変は認

められなかった。

考 察

本症例は生前に、起立不能、後弓反張姿勢および振戦

を呈し、脳神経反射が減弱していたことから、病変部位

は小脳と脳幹を中心に存在すると考えられた。また意識

が混濁していたことから、大脳の病変の存在も考えられ

た。後弓反張を呈する子牛の鑑別診断としては、脳膿瘍、

髄膜炎、脳炎、大脳皮質壊死症、小脳形成不全などの先

天異常があげられる。本症例はビタミン B１に対する反

応に乏しく大脳皮質壊死症は否定的であり、また生後４

日目に発症したことから先天異常も否定された。なお好

中球の増多がみられたことから脳膿瘍および化膿性の髄

膜炎または脳炎の存在が疑われた。

病理検査により小脳および延髄で顕著な化膿性髄膜炎

が認められており、これにより後弓反張などの髄膜刺激

症状が発現したものと考えられた。さらに髄膜炎により

髄膜が肥厚し脳脊髄液の流路が狭窄、あるいは脳脊髄液

の吸収が阻害されることで脳室内に脳脊髄液が貯留、脳

室が拡張し、その結果大脳が圧迫されて意識混濁といっ

た大脳症状も生じたと考えられた。神経症状を呈する子

表１ 血液検査および生化学検査所見（第１４病日）

RBC ７．９２×１０６／� BUN ２０．３�／�
Hb ９．５�／� Creatinine ０．６�／�
PCV ３３％ AST ６９U／�
Platelet １１３．９×１０４／� GGT ３１U／�
WBC １０，１００／� ALP ４７０U／�
Sta ３０３／� CPK ２０９U／�
Seg ６５６５／� Ca ９．６�／�
Lym １８１８／� P ７．６�／�
Mon ４０４／� Na １４２mEq／�
Eos ０／� K ５．８mEq／�

TP ４．７�／� Cl ９９mEq／�
Albumin ５１．２％（２．４�／�）

α-globulin ２１．９％（１．０�／�）
β-globulin １９．１％（０．９�／�）
γ-globulin ７．８％（０．４�／�）

A／G １．０５ 図４ 延髄の髄膜において好中球を中心とする炎症性細
胞の高度浸潤がみられる。また延髄実質において
も炎症性細胞の浸潤がみられる。

図２ 小脳片葉と延髄が接する部分の軟膜下には乳白色
クリーム状の膿様物（矢印）が認められる。

図３ 大脳視床部の横断割面。脳室の拡張が認められる。
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牛のなかには小脳および脳幹徴候と大脳徴候が混在する

ものがあり、病変の位置決めと疾患の特定はしばしば困

難である。本症例のように化膿性髄膜炎に継発して脳室

の拡張が生じ、小脳および脳幹徴候以外に大脳徴候を示

す症例があることも考慮する必要があると考えられた。

牛の髄膜炎では脳脊髄液における液圧亢進、好中球の

増加および細菌の確認といった所見が診断に有用である

と報告されている［５］。本症例については、脳脊髄液の

採取を試みたものの血液が混入したため正確な評価は困

難であったが、細菌培養については試みる価値があった

可能性が考えられた。

子牛の髄膜炎起炎菌としては Escherichia coli が最も

多く、Klebsiella sp.、Enterobacter sp.、Salmonalla sp.、

Streptococcus sppなどが一般的である［１、２、３、４］。今回脳

の化膿性病変から分離された Enterococcus faecalis は

腸内常在菌であり、人医療域では術後感染の原因菌とし

て知られているが［６］、牛では本菌による髄膜炎の報告

はない。子牛の化膿性髄膜炎は、初乳の摂取不十分によ

り免疫が低下している状態において、病原体の臍帯感染

あるいは経口感染により敗血症性に発症するとされてい

る［１、２］。本症例でも γ‐グロブリンが低値を示したことか

ら初乳摂取不足が示唆されており、日和見感染の原因と

なったことが考えられた。なお本症例では、感染経路・

感染時期については特定できなかった。

本症例報告は十勝 NOSAIと帯広畜産大学の共同研究

「難診断患畜の臨床病理検索」により行われた。
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